
ユニバーサルデザインとは

情報のユニバーサルデザインとは，

誰もが情報通信技術を利用できるよう

に情報をデザインすることです．情報

通信技術の発達により，障害のある方

でも容易に情報に接することができる

ようになりました．これは情報通信技

術がもたらした大きな進歩といえます．

インターネットの普及により，情報

提供のためにWebが広く普及していま

す．図１に示すように，Webコンテン

ツ利用者の使っているブラウザ，ある

いはその使い方にはさまざまな種類が

あります．例えば，全盲の方はWebコ

ンテンツを合成音声で読み上げる音声

ブラウザを使っていたり，弱視の方は

文字を拡大して見ていたりします．手

の不自由な方の中にはマウス以外の入

力装置を使っている方もいます．この

ようにさまざまなユーザとその状況に対

応するためには，Webコンテンツのユ

ニバーサルデザインに配慮する必要が

あります．Webコンテンツのデザイン
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近年，ユニバーサルデザインが注目されています．建築や交通の世界だけ
ではなく，情報の世界でもユニバーサルデザインが重要となっています．す
べての人にやさしいWebコンテンツをデザインするための設計指針，ユニ
バーサルデザインガイドラインについて紹介します．
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によっては，例えば，音声ブラウザが

解釈できないコンテンツが制作されて

しまうことに問題があります．

ただし，ユニバーサルデザインとは，

さまざまなユーザすべてに同一のデザ

インを提供して対応しようとするもの

ではありません(1)．図１のように，そ

れぞれのユーザが独自のブラウザや装

置を使って，同じ情報を取得できれば

よいのです．

また音声ブラウザ用に別のコンテン

ツを用意するなど複数のコンテンツを

用意している場合があります．しかし，

同じ情報を提示するWebコンテンツが

複数あると，それらの内容の同期が取

れない場合も出てきます．ユニバーサ

ルデザインに配慮した１つのWebコン

テンツを共用したほうが，間違いがな

く同期が取れるうえに，コンテンツや

サーバのメンテナンス費用も少なくて

済むという利点があります．

国内外のガイドラインの状況

米国では，リハビリテーション法508

条により，米国連邦政府の調達する

情報通信関連機器などはアクセシビリ

ティに配慮することが義務付けられて

います．アクセシビリティとは，すべて

の人が利用できることを表しており，

ユニバーサルデザインとほぼ同義の言

葉です．

Webの標準化を進める団体である

W3C（World Wide Web Consor-

tium）により，アクセシビリティガイ

ドライン1.0版（WCAG 1.0：Web

Content Accessibility Guidelines

1.0）が1999年に制定されました(2)．

WCAGの2.0版も本年中に制定される

予定です．

一方，日本では，総務省や地方自

治体，さらに，多くの企業で独自のガ

イドラインを策定しています．昨年６

月にはJIS X8341-3が勧告され，現在

では，国内での標準になっているとい

えます(3)（図２）．

NTTグループの現状

NTTの情報を発信する公式サイト

は，“NTT公式ホームページガイドラ

イン”に基づき，基本的なデザインの

統一とユーザビリティには配慮されて

います．しかし，ユニバーサルデザイン

を考えると，さらなる配慮が必要とな

ります．

またお客さまのWebサイトを構築す

るにあたって，アクセシビリティを求め

られることが近年増えています．特に，

公共性の高い官公庁や自治体のサイト

構築では，Webアクセシビリティが求

められており，今後は，必須になるこ

とが予想されます．

このようにWebのユニバーサルデザ

インに関する要望はますます増えてい

ますが，Webサイト構築の担当者は，

何を基準にどのようにデザインすれば

よいかが分からない，アクセシビリティ

の評価方法が分からないという課題が

あります．

NTTウェブコンテンツユニバー

サルデザインガイドラインの特徴

このような課題を解決するために，

NTTウェブコンテンツユニバーサルデ

ザインガイドラインを開発しました．図

１のように，Webコンテンツの作成者

が，ユニバーサルデザインに注意した

コンテンツを簡単につくれるようにする

ためです．

本ガイドラインは，WCAG1.0を基

本にした61項目からなり，次のような

特徴があります．

① 日本語特有の問題に対処：全

角・半角，漢字の読み等に配慮

② 障害者・高齢者へのインタ

ビュー，実験結果を項目に反映：

コンテンツの構成，表記，サイズ

等に配慮

③ Web作成者の要望を反映した

構成：Web構成要素別の章立

てで，対象要素，影響指標等を

記載

④ 実用性のある具体例を記載：

良い例・悪い例およびソースを

記載
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⑤ 完全JIS対応（ver.2.0より対

応）：JIS X 8341-3で規定され

た39項目すべてに対応

ガイドラインのページ構成

ガイドラインは図３に示すように，

１項目を1ページにまとめ，ガイドライ

ンの使用者が参照しやすいようにしま

した．ガイドライン項目のタイトルと

理由・影響・推奨値などの解説，具

体例（悪い例，良い例）の提示によ

り，その項目の内容が分かりやすいよ

うにまとめました．

さらに，その項目がどの程度の重要

度があるかを３段階の優先順位で示し

ました．また対象要素，影響指標，対

象者・対象状況を記述し，その項目

について，Webコンテンツの開発者が

参照しやすいようにしました．

対象要素とはガイドライン項目が対

象とするWebサイトの構成要素で，次

の９項目からなります．

・文書情報（テキスト）

・スタイルとレイアウト

・ナビゲーション（リンク）

・イメージマップ（ボタン）

・リストとテーブル

・画像とマルチメディア

・フレーム

・スクリプト

・入力フォーム

影響指標とは，アクセシブルで，使

いやすいWebコンテンツ作成のために

考慮すべき要素です．次の４項目から

なります．

・可読性：音声ブラウザで読み上げ

可能であるための項目

・ナビゲーション：欲しい情報に効

率的に到達できるようにするため

の項目

・表現：色などの視覚的表現や日

本語表現に配慮するための項目

・操作性：どんなユーザでも操作可

能で，使いやすくするための項目

対象者として，ガイドライン項目が

対象とするユーザを記述し，制作する

Webサイトの想定する対象ユーザに対

して，特に重要なガイドライン項目を

選択的に参照できるようにしました．

ガイドライン項目の例

Webコンテンツの中の画像にalt属

性＊による説明がないのは，非常に多

く見られる問題です．音声ブラウザは

画像の代わりにalt属性の内容を読

み上げます．画像を見ることのできる

ユーザには不便がないので，作成時に

忘れられがちです．特に問題なのは，

レイアウトのために使用される透明画

像です．透明画像では何も読まないの

がよいので，alt属性そのものを省略し

たコンテンツが多く見られます．しか

し，alt属性を省略するのではなく，alt

属性の内容を空白として，alt=“ ”

と書かないと，音声ブラウザは，「alt

なしのイメージ」などと読み上げてし

まいます．またその画像にリンクが設

定してあるときに，alt属性がないと，

リンク先のURLを読み上げてしまいま

す．どちらの場合も，音声ブラウザの

ユーザにとっては非常に聞きづらくな

ってしまいます．

また単語の両端をそろえて見栄えを

良くするために，単語の途中に空白を

入れることがあります．このような場

合，音声ブラウザは空白の前後を別々

の単語と認識してしまいます．例えば，

「税　金」と途中に空白が入ると「ぜ

いきん」ではなく「ぜい かね」と読

んでしまいます．空白ではなくスタイ

ルシートを使えば，空白を入れずに両

端をそろえることができます．

さらに，見え方の違いに注意して，

色を選ぶことも重要です．図４はWeb

ユニバーサルデザインに向けた取り組み
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＊alt属性：HTML（Hyper Text Markup Language）
では，画像を表示する際はIMG要素を使います．
IMG要素とは＜IMG src属性 alt属性 ...＞のこと
です．src属性には，src＝“UDGL.gif”などと
画像ファイル名を記述し，alt属性には，alt＝
“ガイドラインタイトル”などと画像ファイル
の説明を記述します．
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コンテンツの見え方をシミュレーション

したものです．第二色覚異常の方には

緑が判別しにくくなります．グレース

ケールで示したように，白黒プリンタ

で印刷した文書では，健常者でも色の

違いが判別できません．このときに，

「赤字の地区の収集日は火曜，木曜，

土曜です．」などと色の情報を使って

説明を加えると，音声ブラウザのユー

ザを含めて，色の情報が分からない

ユーザには通じないという問題が発生

します．このような場合は，「中央１

区から４区の収集日は火曜，木曜，

土曜です．」などと説明することが必要

です．ただし，色を使わないほうがよ

いということではありません．赤字で

目立つようにすることも必要でしょう．

その場合でも，色だけで情報を伝えな

いということが大切です．色の情報が

欠落したときでも，情報が伝わるよう

にする工夫が必要なのです．

ユニバーサルデザイン関連ツール

このようなガイドライン項目を自動

的にチェックするためには，関連ツー

ルを使うことが有効です．現在，音声

ブラウザや色に関するシミュレータや，

各社のガイドラインに対応するチェッ

クツールが，数多く開発され，公開さ

れています(4)．そこで，本ガイドライ

ンの項目を自動的にチェックすること

のできるチェックツールを検討していま

す．チェックツールを使えば，ユニ

バーサルデザインの知識が少なくても，

ユニバーサルデザインに配慮した

Webコンテンツをつくることができま

す．しかし，ツールの使用にあたって

は，チェック結果の点数を気にするの

ではなく，ガイドライン項目を理解し

て使うことが重要となります．

またガイドライン項目の中には，音

声ブラウザが進歩すれば解決できる問

題もあります．ブラウザ技術の発展が

期待されますが，現状では，ブラウザ

側が対応していないため，コンテンツ

側で対応する必要があります．ブラウ

ザの発展やWebで使われる技術の進展

に応じて，ガイドラインも変わってい

くものだといえます．

今後の展開

今後は，NTTグループ公式ホーム

ページのユニバーサルデザイン対応を進

め，NTTグループでのユニバーサルデ

ザインの普及を図っていきたいと思っ

ています．ユニバーサルITデザインシ

ンポジウム等のセミナの開催や，各事

業会社サイトでのガイドラインの紹介

を検討していきます．

またWeb構築・評価などのノウハウ

のあるグループ会社へ本ガイドライン

を技術開示するなど，NTTグループ全

体でのサポート体制を整えていきたい

と考えています．
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ユニバーサルデザインは，今後ますます
重要になり，公共のサイトでは必須となる
ことでしょう．ユニバーサルデザインを理
解し，実践していくことは，NTTグループ
全体のブランド力と競争力の強化につなが
ります．
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